
最近の動き

<人口減少社会対策>

○国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

・2048年に人口が１億人を割り、2060年には8,674万人に（出生中位推計ベース）

○日本創成会議（民間有識者会議）

・地域間の人口移動が収束しなければ、2040年までに896自治体で若年女性（20～39

歳）人口が５割以上減少

・うち2040年時点で人口が１万人を切る523自治体を「消滅可能性が高い」と指摘

○「経済財政運営と改革の基本方針（骨太の方針）」

・５０年後に１億人程度の安定した人口構造の保持を目指す

◎人口減少社会を見据えた特徴ある地域づくりの研究

<経済再生>

○日本再興戦略改訂２０１４

・女性・高齢者等の活躍促進と働き方の改革、攻めの農林水産業、医療・健康産業の

活性化や地域活性化等への対応

◎地域資源を活用した産業振興策の検討

◎東九州自動車道の開通後の新たな展開の研究

<地域づくり>

○国土交通省『国土のグランドデザイン２０５０』

・2050年には約６割の地域で人口が半減以下に、うち１／３の地域は人が住まなくな

ることを前提に、生活圏の集約（コンパクト化）とネットワークを掲げる

○内閣府「まち・ひと・しごと創生本部」準備室の設置

<芸術文化・スポーツ振興>

○２０２０オリンピック・パラリンピック東京大会の開催

◎県立美術館を核とする「芸術文化ゾーン」を活用した新たな展開の研究

◎創造都市ネットワーク日本（CCNJ）への加盟

◎国際スポーツ大会等の対応を検討

<人材育成 >

<防災・減災対策>

○国土強靭化基本計画の閣議決定

◎南海トラフ巨大地震への備え

<価値観の多様化・グローバル化など>
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